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要

本
稿
で
取
り
上
げ
る
佐
太
神
社
蔵
『
古
哥
仙
』
は
、
筆
跡
や
特
徴
的
な
字
体
を
使
用
す
る
点
か
ら
み
て
、
養
法
院
の
真
筆
資
料
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
三

十
六
歌
仙
の
歌
各
一
首
を
所
載
す
る
本
書
は
、
一
首
歌
仙
本
の
伝
本
の
う
ち
の
「
独
自
型
」
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

養
法
院

松
江
藩

三
十
六
歌
仙

三
十
六
人
歌
合

は
じ
め
に

稿
者
は
、
松
江
藩
第
二
代
藩
主
松
平
綱
隆
側
室
で
あ
る
養
法
院
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
に
も
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き

（
１
）
た
。
な
か
で
も
、
養
法
院
の
真
筆
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
河
本
家
稽
古
有
文
館

蔵
『
山
下
水
』、
佐
太
神
社
蔵
『
山
下
水
』、
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
養
法
院
実
筆

和
歌
集
』
は
、
い
ず
れ
も
書
写
年
次
が
判
明
し
て
お
り
、
養
法
院
晩
年
の
和
歌
事

蹟
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
佐
太
神
社
蔵
『
古
哥
仙
』
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
筆
跡
や

特
徴
的
な
字
体
を
使
用
す
る
点
か
ら
み
て
、
養
法
院
の
真
筆
資
料
と
し
て
認
め
う

る
も
の
で
あ
る
。
書
写
年
次
は
判
明
し
な
い
も
の
の
、
養
法
院
の
和
歌
事
蹟
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
本
文
翻
刻
と
と
も
に
内
容
の
紹
介
を
行
う
。

一

『
古
哥
仙
』
の
書
誌

佐
太
神
社
蔵
『
古
哥
仙
』
は
、
写
本
一
帖
（
箱
入
）。
箱
に
は
、「
養
法
院
様
御

筆
／
古
哥
仙
短
冊

五
箱
之
内
」「
佐
太
神
社
」
と
墨
書
し
た
紙
が
貼
ら
れ
て
い

る
。
装
訂
は
両
面
折
帖
仕
立
て
。
全
十
八
面
（
表
裏
そ
れ
ぞ
れ
九
面
）
で
、
一
面

あ
た
り
二
枚
の
短
冊
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
冊
は

打
曇
り
と
な
っ
て
い
る
。

表
紙
は
木
賊
色
で
、
巻
雲
に
動
物
と
思
し
き
文
様
が
み
ら
れ
る
。
草
花
文
様
に

金
の
切
箔
を
散
ら
し
た
題
簽
に
、「
古
哥
仙

短
冊
」
と
外
題
が
墨
書
さ
れ
る
。
内

山
陰
研
究
（
第
三
号
）
二
〇
一
〇
年
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二
月
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題
は
な
い
。
金
の
切
箔
を
散
ら

し
た
表
紙
見
返
し
に
は
、「
養
法

院
筆
」
と
い
う
墨
書
に
よ
る
書

き
入
れ
が
あ
る
。
但
し
、
外
題
、

お
よ
び
表
紙
見
返
し
の
書
き
入

れ
そ
れ
ぞ
れ
が
、
短
冊
本
文
と

は
別
筆
と
思
わ
れ
る
。
寸
法
は
、

縦
三
八
・
二
㎝
。
横
一
四
・
六

㎝
。
そ
れ
ぞ
れ
の
短
冊
の
寸
法

は
、
縦
三
六
・
九
㎝
。
横
五
・

七
㎝
。

各
短
冊
に
記
さ
れ
た
和
歌
は
、

す
べ
て
一
首
を
上
句
・
下
句
に

分
け
た
二
行
書
き
で
、
下
句
は
上
句
か
ら
一
字
下
げ
の
位
置
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。

虫
損
等
は
み
ら
れ
ず
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

短
冊
部
分
の
和
歌
本
文
は
、
こ
れ
ま
で
に
養
法
院
の
真
筆
資
料
と
判
明
し
た
河

本
家
稽
古
有
文
館
蔵
『
山
下
水
』、
佐
太
神
社
蔵
『
山
下
水
』、
島
根
県
立
図
書
館

蔵
『
養
法
院
実
筆
和
歌
集
』
と
全
体
的
に
同
筆
と
思
し
い
。
ま
た
、
三
本
に
共
通

し
て
み
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
養
法
院
の
真
筆
資
料
と
す
る
根
拠
の
一
つ
で
あ
っ
た
、

「
似
」
を
字
母
と
す
る
仮
名
「
に
」
と
い
う
特
徴
的
な
字
体
が
、
本
書
に
も
二
例
存

（
２
）

す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
書
を
四
点
目
の
養
法
院
の
真
筆
資
料
と
し
て
認

め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
奥
書
・
蔵
書
印
等
は
み
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
佐
太
神
社
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
短
冊
の
書
写
年
次
、
お
よ
び
現
在
の
装
訂
を
施
さ
れ
た

時
期
や
、
伝
来
の
状
況
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

二

本
書
の
内
容
・
構
成

本
書
は
、
外
題
「
古
哥
仙
」
が
示
す
と
お
り
、
藤
原
公
任
撰
の
『
三
十
六
人
撰
』

に
選
ば
れ
た
三
十
六
名
の
歌
人
（
い
わ
ゆ
る
三
十
六
歌
仙
）
の
歌
各
一
首
を
短
冊

に
記
し
た
も
の
を
、
一
面
あ
た
り
二
枚
貼
り
付
け
て
成
し
た
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
三
十
六
人
歌
合
」
と
も
称
さ
れ
た
『
三
十
六
人
撰
』
の
、
三
十
六
人
の
歌
人
を
十

八
番
左
右
に
番
え
る
形
態
と
も
対
応
し
て
い
る
。

公
任
撰
の
『
三
十
六
人
撰
』
が
、
人
麻
呂
・
貫
之
・
躬
恒
・
伊
勢
・
兼
盛
・
中

務
の
六
人
は
各
十
首
、
そ
の
他
の
三
十
人
は
各
三
首
、
合
計
百
五
十
首
か
ら
成
る

書
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
十
六
人
の
歌
人
は
同
一
で
あ
る
も
の
の
、
所
載
さ
れ
た

歌
数
に
増
減
が
み
ら
れ
る
秀
歌
撰
が
存
す
る
。

さ
ら
に
、
久
曽
神
昇
氏
が
「
三
十
六
人
の
秀
歌
各
一
首
を
選
出
し
た
も
の
が
あ

（
３
）

る
。
伝
本
に
よ
っ
て
若
干
相
違
が
あ
る
が
、
多
く
の
伝
本
は
次
の
如
く
で
あ
る
」

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
本
書
の
形
態
に
近
い
も
の
も
多
く
存
す
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
樋
口
芳
麻
呂
氏
は
、「『
三
十
六
人
歌
合
』
の
名
で
『
三

十
六
人
撰
』
の
各
歌
人
の
歌
を
各
一
首
選
抜
し
た
も
の
が
、
多
数
伝
存
す
る
が
所

（
４
）

載
歌
に
出
入
が
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
三
十
六
人
歌
合

古
中
新
」（「
伏
・
五
七
八
」。
一
冊
）
所
載
の
「
三
十
六
人
歌
合
」〔
近
衛
信
尋
（
慶

安
二
年
〈
一
六
四
九
〉
没
。
五
一
歳
）
筆
。〕、
書
陵
部
蔵
『
卅
六
人
歌
合
』（「
一
五

〇
・
三
一
七
」）
の
冒
頭
の
「
三
十
六
人
謌
合
」、
第
二
番
目
に
所
掲
の
「
三
十
六

人
歌
合
」
の
本
文
を
引
用
し
、
所
載
歌
が
相
違
す
る
実
態
を
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
歌
仙
絵
と
の
関
係
に
も
ふ
れ
た
上
で
、「
三
六
人
の
歌
仙
の
歌
は
、
撰
者
の
好
尚

や
享
受
を
反
映
し
て
抄
出
さ
れ
る
結
果
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
伝
本
が
作
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

表紙

佐太神社蔵『古哥仙』

本文冒頭・見返し

七
〇

佐
太
神
社
蔵
『
古
哥
仙
』
に
つ
い
て
―
第
二
代
松
江
藩
主
側
室
「
養
法
院
」
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
�
真
克
）
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ま
た
新
藤
協
三
氏
は
、
こ
う
し
た
三
十
六
人
の
歌
人
の
歌
を
各
一
首
選
抜
す
る

形
態
を
「
一
首
歌
仙
本
」
と
称
し
て
、
現
存
伝
本
で
の
三
十
六
首
の
和
歌
の
所
載

状
況
を
整
理
し
、「
三
六
首
悉
く
一
致
す
る
伝
本
が
二
本
以
上
（
複
数
）
存
在
す
る
」

（
５
）

六
つ
の
形
態
を
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

（
一
）
佐
竹
本
型

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
に
所
載
さ
れ
る
三
六
首
。

（
二
）
尊
円
本
型

高
田
本
『
詩
歌
抜
書
』
に
よ
っ
て
判
明
す
る
三
六
首
。

（
三
）
行
俊
本
型
（
二
）
尊
円
本
型
に
付
さ
れ
た
傍
書
に
よ
っ
て
判
明
す
る

三
六
首
。

（
四
）
松
花
堂
本
型
『
歌
仙
拾
穂
抄
』
に
掲
げ
る
、
近
衛
龍
山
か
ら
松
花
堂

昭
乗
に
伝
襲
さ
れ
た
本
文
。『
歌
仙
拾
穂
抄
』
と
は
一
五

首
が
異
な
る
。

（
五
）
拾
穂
抄
型

北
村
季
吟
著
『
歌
仙
拾
穂
抄
』
に
採
択
さ
れ
た
三
六
首
。

（
六
）
歌
仙
抄
型

下
河
辺
長
流
著
『
歌
仙
抄
』
に
採
択
さ
れ
た
三
六
首
。『
歌

仙
拾
穂
抄
』
と
は
一
一
首
が
異
な
る
。

こ
れ
ら
以
外
に
は
、「
二
本
の
み
同
形
態
と
な
る
も
の
が
何
種
か
見
出
し
得
る
」

ほ
か
、「
管
見
伝
本
の
過
半
数
以
上
が
、
他
に
類
型
を
見
出
し
得
ぬ
「
独
自
型
」
と

な
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
整
理
を
行
っ
た
上
で
新
藤
氏
は
、
佐
竹
本
所
載
歌
三
六
首
を
全
て
「
Ａ
」

と
し
、「
広
本
三
十
六
人
歌
合
」（
二
一
九
首
本
）
本
文
に
即
し
て
そ
れ
ら
と
異
な
る

歌
を
順
次
「
Ｂ
」「
Ｃ
」
と
し
て
、（
一
）
〜
（
六
）
の
形
態
に
つ
い
て
所
載
歌
の
状

況
を
一
覧
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
新
藤
氏
の
行
わ
れ
た
整
理
作
業
に
な
ら
っ
て
、
佐
太
神
社
蔵
『
古
哥

（
６
）

仙
』
所
載
の
三
十
六
首
に
つ
い
て
「
Ａ
」「
Ｂ
」「
Ｃ
」
の
符
号
を
付
し
、
出
典
と
と

も
に
示
し
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

【
表
】

初

句

作

者

出

典

１

ほ
の
�
�
と

Ａ

柿
本
人
麻
呂

古
今
集
・
羇
旅
・
４０９

２

さ
く
ら
ち
る

Ａ

紀
貫
之

拾
遺
集
・
春
・
６４
（
抄
・
４２
）

３

い
つ
く
と
も

Ａ

凡
河
内
躬
恒

後
撰
集
・
春
・
１９

４

み
わ
の
や
ま

Ａ

伊
勢

古
今
集
・
恋
五
・
７８０

５

ま
き
も
く
の

Ｃ

よ
み
人
し
ら
ず

万
葉
集
巻
十
・
冬
雑
歌
・
２３１４
（
新
古
今
・

２０
・
家
持
）

６

わ
か
の
う
ら
に

Ａ

山
部
赤
人

万
葉
集
巻
六
・
雑
歌
・
９１９

７

世
の
な
か
に

Ａ

在
原
業
平

古
今
集
・
春
上
・
５３

８

た
ら
ち
ね
は

Ｂ

遍
昭

後
撰
集
・
雑
三
・
１２４０

９

見
わ
た
せ
は

Ｂ

素
性

古
今
集
・
春
上
・
５６

１０

秋
風
に

Ｂ

紀
友
則

古
今
集
・
秋
上
・
２０７

１１

奥
山
に

Ｂ

よ
み
人
し
ら
ず

古
今
集
・
秋
上
・
２１５
（
猿
丸
集
・
３９
）

１２

色
見
え
て

Ａ

小
野
小
町

古
今
集
・
恋
五
・
７９７

１３

人
の
お
や
の

Ａ

藤
原
兼
輔

後
撰
集
・
雑
一
・
１１０２

１４

逢
事
の

Ａ

藤
原
朝
忠

拾
遺
集
・
恋
一
・
６７８
（
抄
・
２３５
）

１５

あ
ひ
見
て
の

Ａ

藤
原
敦
忠

拾
遺
集
・
恋
二
・
７１０
（
抄
・
２５７
）

１６

か
く
は
か
り

Ａ

藤
原
高
光

拾
遺
集
・
雑
上
・
４３５
（
抄
・
５００
）

１７

行
や
ら
て

Ａ

源
公
忠

拾
遺
集
・
夏
・
１０６
（
抄
・
６９
）

１８

有
明
の

Ｂ

壬
生
忠
岑

古
今
集
・
恋
三
・
６２５

１９

琴
の
ね
に

Ａ

斎
宮
女
御

拾
遺
集
・
雑
上
・
４５１
（
抄
・
５１４
）

２０

一
ふ
し
に

Ｂ

大
中
臣
頼
基

拾
遺
集
・
賀
・
２７６
（
抄
・
１７４
）

２１

秋
き
ぬ
と

Ａ

藤
原
敏
行

古
今
集
・
秋
上
・
１６９

２２

よ
し
の
山

Ａ

源
重
之

拾
遺
集
・
春
・
４

２３

常
盤
な
る

Ａ

源
宗
于

古
今
集
・
春
上
・
２４

２４

あ
た
ら
夜
の

Ｂ

源
信
明

後
撰
集
・
春
下
・
１０３

－１８４－
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２５

天
津
風

Ｂ

藤
原
清
正

和
漢
朗
詠
集
・
鶴
・
４５３
（
新
古
今
・
１７２３
）

２６

水
の
お
も
に

Ａ

源
順

拾
遺
集
・
秋
・
１７１
（
抄
・
１１５
）

２７

ち
き
り
け
む

Ｂ

藤
原
興
風

古
今
集
・
秋
上
・
１７８

２８

お
と
な
し
の

Ｂ

清
原
元
輔

拾
遺
集
・
恋
二
・
７５０
（
抄
・
３０８
）

２９

み
よ
し
の
ゝ

Ａ

坂
上
是
則

古
今
集
・
冬
・
３２５

３０

と
し
こ
と
の

Ａ

藤
原
元
真

和
漢
朗
詠
集
・
餞
別
・
６３９

３１

岩
は
し
の

Ａ

小
大
君

拾
遺
集
・
雑
賀
・
１２０１
（
抄
・
４６９
）

３２

あ
り
明
の

Ａ

藤
原
仲
文

拾
遺
集
・
雑
上
・
４３６
（
抄
・
５０１
）

３３

千
年
迄

Ａ

大
中
臣
能
宣

拾
遺
集
・
春
・
２４
（
抄
・
２１
）

３４

恋
す
て
ふ

Ｂ

壬
生
忠
見

拾
遺
集
・
恋
一
・
６２１
（
抄
・
２２８
）

３５

く
れ
て
ゆ
く

Ｂ

平
兼
盛

拾
遺
集
・
秋
・
２１４
（
抄
・
１３３
）

３６

あ
き
か
せ
の

Ｂ

中
務

後
撰
集
・
恋
四
・
８４６

（
一)

〜
（
六
）
の
形
態
と
比
較
す
る
と
、
結
果
的
に
は
三
十
六
首
す
べ
て
一
致
す

る
も
の
は
み
あ
た
ら
ず
、
佐
太
神
社
蔵
『
古
哥
仙
』
は
現
存
伝
本
中
多
数
存
す
る

「
独
自
型
」
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
も
近
い
の
は
、
５
番
歌
「
ま
き
も

く
の
…
」(

家
持
）、
２２
番
歌
「
よ
し
の
山
…
」（
重
之
）、
３０
番
歌
「
と
し
こ
と
の
…
」

（
元
真
）
の
三
首
の
み
相
違
す
る
「（
五
）
拾
穂
抄
型
」
で
あ
る
。
こ
の
三
首
の
他

の
形
態
に
お
け
る
所
載
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
特
定
の
傾
向
は
見
出
せ
な

い
。・

５
番
歌
「
ま
き
も
く
の
…
」（
家
持
）
―
「
尊
円
本
型
」「
行
俊
本
型
」
に
所
載
。

・
２２
番
歌
「
よ
し
の
山
…
」（
重
之
）
―
「
佐
竹
本
型
」「
松
花
堂
本
型
」
に
所
載
。

・
３０
番
歌
「
と
し
こ
と
の
…
」（
元
真
）
―
「
佐
竹
本
型
」
に
所
載
。

「
独
自
型
」
の
本
文
が
生
ず
る
理
由
に
つ
い
て
新
藤
氏
は
、「
あ
る
一
系
の
本
文

に
対
し
て
、
一
、
二
首
の
み
意
図
的
に
差
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
独

自
型
本
文
が
派
生
す
る
」
と
述
べ
、「
書
写
者
の
恣
意
に
よ
る
改
変
が
原
因
」
と
い

う
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
指
摘
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
佐
太
神
社
蔵

『
古
哥
仙
』
所
載
の
三
十
六
首
の
選
定
に
は
、
書
写
者
で
あ
る
養
法
院
独
自
の
意
向

が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
但
し
、
三
十
六
首
す
べ
て
一

致
す
る
先
行
の
一
首
歌
仙
本
に
拠
っ
て
選
定
し
た
可
能
性
も
十
分
存
す
る
の
で
、

養
法
院
の
特
徴
と
断
ず
る
に
は
慎
重
な
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
養
法
院
の
真
筆
資
料
と
認
め
う
る
も
の
と
し
て
、
佐
太
神
社
蔵
『
古

哥
仙
』
に
つ
い
て
の
紹
介
を
行
っ
た
。
書
写
年
次
な
ど
不
明
な
点
は
課
題
と
し
て

残
る
も
の
の
、
養
法
院
の
和
歌
事
蹟
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
一
首
歌
仙
本
と
い
う
形
態
を
有
す
る
本
書
か
ら
は
、
養
法
院
の
秀
歌
観
を

窺
い
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
新
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
首
歌
仙
本
の
形
態
は
、
歌
仙
絵
や
扁

額
な
ど
の
絵
画
に
と
ど
ま
ら
ず
、
入
木
道
と
も
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。
能
書
と

し
て
知
ら
れ
る
養
法
院
の
「
三
十
六
歌
仙
」
と
の
関
連
を
含
め
、
資
料
調
査
に
基

づ
い
た
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
に
関
す
る
検
討
を
今
後
も
進
め
た

い
。

〔
注
〕

（
１
）
拙
稿
「
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
『
山
下
水
』
に
つ
い
て
―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周

辺
の
和
歌
事
蹟
―
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
２２

平
成
１８
・
６
）、
同
「
島
根
県
立
図

七
二

佐
太
神
社
蔵
『
古
哥
仙
』
に
つ
い
て
―
第
二
代
松
江
藩
主
側
室
「
養
法
院
」
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
�
真
克
）

－１８３－



書
館
蔵
『
養
法
院
実
筆
和
歌
集
』
に
つ
い
て
―
第
二
代
松
江
藩
主
側
室
「
養
法
院
」

の
和
歌
事
蹟
―
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
２３

平
成
１９
・
３
）、
同
「
桑
原
文
庫
蔵

『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
に
つ
い
て
―
第
二
代
松
江
藩
主
側
室

「
養
法
院
」
の
和
歌
事
蹟
―
」（『
山
陰
研
究
』
２

平
成
２１
・
１２
）、
同
「
歌
集
『
山
下

水
』
を
め
ぐ
る
家
と
人
々
」（
ア
ジ
ア
遊
学
３６
『
出
雲
文
化
圏
と
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出

版

平
成
２２
・
７
）。

（
２
）
１７
番
歌
第
五
句
「
き
か
ま
ほ
し
さ
に
」、
２７
番
歌
第
四
句
「
と
し
に
一
た
ひ
」。

（
３
）
久
曽
神
昇
氏
『
三
十
六
人
集
』「
第
一
章

三
十
六
人
集
の
成
立
」「
第
四
項

三
十

六
人
撰
」（
塙
書
房

昭
和
３５
・
１
）。

（
４
）
樋
口
芳
麻
呂
氏
「
三
十
六
人
撰
の
一
伝
本
に
つ
い
て
」（『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』
７１

昭
５４
・
９
、『
平
安
・
鎌
倉
時
代
秀
歌
撰
の
研
究
』（
ひ
た
く
書
房

昭
５８
・
２
）
所

収
）。

（
５
）
新
藤
協
三
氏
「
一
首
歌
仙
本
『
三
十
六
人
歌
合
』
の
諸
形
態
―
「
三
十
六
歌
仙
歌

注
釈
史
稿
（
二
）
―
」（『
調
査
研
究
報
告
』
１３

平
成
４
・
３
、『
三
十
六
歌
仙
叢
考
』

（
新
典
社

平
成
１６
・
５
）
所
収
）。
以
下
、
同
氏
の
論
の
引
用
は
こ
れ
に
拠
る
。

（
６
）
和
歌
の
検
索
・
歌
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観C

D
−R
O
M

版V
er.2

』（
角
川
書
店
）

に
拠
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
・
歴

史
関
係
資
料
の
研
究
」（
研
究
代
表
者：

要
木
純
一
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
資
料
の

閲
覧
・
翻
刻
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
佐
太
神
社
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

〔
翻

刻

凡

例
〕

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
底
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
た
が
、
製
版
・
印
刷
上
の

都
合
と
通
読
の
便
宜
と
を
考
え
て
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
従
っ
た
。

１

底
本
の
変
体
仮
名
は
す
べ
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

２

漢
字
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
底
本
の
字
体
を
尊
重
し
て
、
印
字
可
能
な
範
囲
で

字
体
の
再
現
を
試
み
た
。

３

和
歌
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。

４

改
行
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
一
面
ご
と
に

」
を
付
し
た
。

〔
翻

刻
〕

１

ほ
の
�
�
と
明
石
の
う
ら
の
朝
き
り
に

し
ま
か
く
れ
行
舟
お
し
そ
思
ふ

2

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
寒
か
ら
て

空
に
し
ら
れ
ぬ
雪
そ
降
け
る
」

３

い
つ
く
と
も
春
の
ひ
か
り
は
分
な
く
に

ま
た
み
よ
し
野
ゝ
や
ま
は
雪
ふ
る

４

み
わ
の
や
ま
い
か
に
ま
ち
見
む
年
ふ
と
も

た
つ
ぬ
る
ひ
と
も
あ
ら
し
と
お
も
へ
は
」

５

ま
き
も
く
の
ひ
は
ら
も
い
ま
た
曇
ね
は

小
松
か
原
に
あ
は
ゆ
き
そ
ふ
る

－１８２－

七
三
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６

わ
か
の
う
ら
に
塩
み
ち
く
れ
は
か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て
た
つ
鳴
わ
た
る
」

７

世
の
な
か
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
は

春
の
こ
ゝ
ろ
は
の
と
け
か
ら
ま
し

８

た
ら
ち
ね
は
か
ゝ
れ
と
て
し
も
烏
玉
の

我
く
ろ
か
み
は
な
て
つ
や
在
け
む
」

９

見
わ
た
せ
は
柳
さ
く
ら
を
こ
き
ま
せ
て

み
や
こ
そ
春
の
に
し
き
な
り
け
る

１０

秋
風
に
初
か
り
か
ね
そ
き
こ
ゆ
な
る

た
か
た
ま
つ
さ
を
か
け
て
き
つ
ら
ん
」

１１

奥
山
に
紅
葉
ふ
み
分
な
く
し
か
の

聲
き
く
時
そ
あ
き
は
か
な
し
き

1２

色
見
え
て
う
つ
ら
ふ
も
の
は
世
の
中
の

人
の
こ
ゝ
ろ
の
花
に
そ
有
け
る
」

13

人
の
お
や
の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
と
も

子
を
ゝ
も
ふ
み
ち
に
ま
と
ひ
ぬ
る
哉

１４

逢
事
の
た
え
て
し
な
く
は
中
�
�
に

ひ
と
を
も
身
を
も
恨
み
さ
ら
ま
し
」

１５

あ
ひ
見
て
の
ゝ
ち
の
こ
ゝ
ろ
に
く
ら
ふ
れ
は

む
か
し
は
物
を
思
は
さ
り
け
り

１６

か
く
は
か
り
へ
か
た
く
み
ゆ
る
世
の
中
に

う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
月
か
な
」

１７

行
や
ら
て
山
路
く
ら
し
つ
郭
公

今
ひ
と
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に

１８

有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
わ
か
れ
よ
り

あ
か
つ
き
は
か
り
う
き
物
は
な
し
」

１９

琴
の
ね
に
み
ね
の
松
か
せ
か
よ
ふ
ら
し

い
つ
れ
の
緒
よ
り
し
ら
へ
そ
め
釼

２０

一
ふ
し
に
千
代
を
こ
め
た
る
つ
ゑ
な
れ
は

つ
く
と
も
つ
き
し
君
か
よ
は
ひ
は
」

２１

秋
き
ぬ
と
め
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
と
も

風
の
お
と
に
そ
を
と
ろ
か
れ
ぬ
る

22

よ
し
の
山
み
ね
の
し
ら
ゆ
き
い
つ
き
え
て

今
朝
は
霞
の
た
ち
か
は
る
ら
む
」

七
四

佐
太
神
社
蔵
『
古
哥
仙
』
に
つ
い
て
―
第
二
代
松
江
藩
主
側
室
「
養
法
院
」
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
�
真
克
）
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２３

常
盤
な
る
ま
つ
の
み
と
り
も
は
る
く
れ
は

い
ま
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り

２４

あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
お
な
し
く
は

こ
ゝ
ろ
し
れ
ら
ん
人
に
み
せ
は
や
」

２５

天
津
風
ふ
け
ゐ
の
浦
に
い
る
た
つ
の

な
と
か
雲
ゐ
に
か
へ
ら
さ
る
へ
き

２６

水
の
お
も
に
て
る
月
な
み
を
か
そ
ふ
れ
は

こ
よ
ひ
そ
秋
の
も
な
か
な
り
け
る
」

２７

ち
き
り
け
む
こ
ゝ
ろ
そ
つ
ら
き
七
夕
の

と
し
に
一
た
ひ
逢
は
あ
ふ
か
は

2８

お
と
な
し
の
河
と
そ
つ
ゐ
に
な
か
れ
い
つ
る

い
は
て
物
お
も
ふ
ひ
と
の
な
み
た
は
」

29

み
よ
し
の
ゝ
山
の
白
雪
つ
も
る
ら
し

故
郷
さ
む
く
な
り
ま
さ
る
な
り

３０

と
し
こ
と
の
春
の
わ
か
れ
を
あ
は
れ
と
も

人
に
お
く
る
ゝ
ひ
と
そ
知
ら
む
」

３１

岩
は
し
の
よ
る
の
契
り
も
た
え
ぬ
へ
し

あ
く
る
わ
ひ
し
き
か
つ
ら
き
の
神

３２

あ
り
明
の
つ
き
の
ひ
か
り
を
ま
つ
ほ
と
に

わ
か
よ
の
い
た
く
ふ
け
に
け
る
か
な
」

３３

千
年
迄
か
き
れ
る
松
も
け
ふ
よ
り
は

君
に
ひ
か
れ
て
萬
世
や
経
む

３４

恋
す
て
ふ
わ
か
名
は
ま
た
き
立
に
け
り

ひ
と
し
れ
す
こ
そ
お
も
ひ
そ
め
し
か
」

3５

く
れ
て
ゆ
く
秋
の
か
た
み
に
お
く
物
は

わ
か
も
と
結
の
し
も
に
そ
在
け
る

３６

あ
き
か
せ
の
吹
に
つ
け
て
も
と
は
ぬ
か
な

お
き
の
葉
な
ら
は
お
と
は
し
て
ま
し
」

－１８０－
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